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�-ときわミュージアム 世界を旅する植物館�

メタバース プラットフォームの実証実験　報告-�
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３D仮想空間を活用した地方創生への取り組み �
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令和4年度 ときチャレ 実証事業 実施報告書 内容�

1.  当実証実験の3つの基本⽅針・コンセプト�
�

2.  実施事業概要�

3.  実施内容  –具体的な取り組み内容-�
1.   メタバース空間におけるバーチャル植物館の企画・構築・運⽤�

2.   地域オフラインイベント「出張メタバース体験会」の開催�

3.   植物館オリジナルキャラクター�
LINEスタンプによる宣伝/プロモーション�

4.  ⽬標に対する実績（成果）�

5.  今後の展望 –新しい教育プラットフォームをめざして-�

�
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1. 当実証実験の3つの基本⽅針・コンセプト�

地域の⾃然資源を活⽤した�
ハイブリッドな学びの場（プラットフォーム）の実現�

3D仮想空間で�
様々な⼈々が⾃由に�

散策できるメタバース空間�

時間と場所を選ばずに世界のどこ
からもアクセス可能で、ユーザー
はアバターを⽤いて、⾃由に植物
館内を散策し、実際の植物の画像
や映像もみることができるメタバ
ース空間。�

世界のサボテンや多⾁植物
に関する遠隔教育の聖地�

宇部市の地域資源である「サボテ
ン」にまつわるストーリー性のあ
る展⽰やガイダンスを通して、こ
こでしか聞くことのできないサボ
テン情報や魅⼒を配信。�

地域住⺠が主体となった�
リアルとバーチャルを組み�
合わせたイベントの開催�

リアルと融合させたハイブリッド
型での地域イベントで、様々な年
齢層に対してメタバース空間の体
験を通して、地域の⾃然や資源に
ついての学びの場を提供。�
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【基本⽅針】 【コンセプト】 
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2. 実施事業概要�
�

TOKIWA VIRTUAL BOTANICAL GARDEN�
ときわミュージアム 世界を旅する植物館 �
メタバース プラットフォームの実証実験�
�

事業名�

事業実施者�
連携協⼒団体等�

実施内容 �
および�

実施期間�

•  株式会社 イマクリエ�
•  宇部市 ボランティアグループ 「⾳訳 ひびきの会」�
•  宇部市⽼⼈福祉施設協議会�
•  ⾼齢者福祉施設「サービス付き⾼齢者向け住宅むべの⾥東本町」�

（社会福祉法⼈ むべの⾥光栄)�
•  ⼭⼝⼤学⼯学部 ⼩柴満美⼦先⽣�
�
1.   メタバース空間におけるバーチャル植物館「ときわミュージアムバーチャル植物館」と

「ときわ公園サボテンラボ」の企画・構築・運⽤ �
（2022年5⽉〜 ※リリースは2022年8⽉〜2023年3⽉末 予定）�
現植物館にある様々なサボテンの紹介に加え、かつての「宇部常盤サボテンセンター」
の開館（1960年）当時の様⼦や、宇部市の地域資源について学ぶことができるデジタ
ルコンテンツの展開。利⽤者は、アバターとして世界中からいつでも⾃由に来訪し散策
することができ、3D空間の中を歩くことによる臨場感やワクワク感を体験することが
できる。�

�
2.   地域オフラインイベント「出張メタバース体験会」の開催（2023年2⽉）�

地域オフラインイベントとして、⼭⼝県宇部市内の⾼齢者福祉施設「サービス付き⾼齢
者向け住宅むべの⾥東本町」の74歳から97歳の施設利⽤者を対象に、「出張メタバー
ス体験会」を実施。メタバース空間内でのアバター散策や動画視聴などを通じ、楽しみ
ながら最新のデジタル技術を体感するためのオフラインイベントを開催した。�

3.   植物館オリジナルキャラクターLINEスタンプによる宣伝/プロモーション�
（2022年12⽉/2023年2⽉）�
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3. 実施内容  –具体的な取り組み内容報告-�

1.   メタバース空間におけるバーチャル植物館の企画・構築・運⽤�
�• ときわミュージアム 世界を旅する植物館を舞台に、オンライン空間で、実際の植物の映像もみる

ことができるバーチャル植物館を構築し、2022年8⽉より運⽤開始。国内外から場所と時間を問
わずアクセス可能で、実際に海外からの多くのアクセス数もあった。�

バーチャル博物館 ログイン画⾯URL�
https://tokiwapark.ziku.events/e/CqObsIMUos/v/loading �
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